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漁港の風景

東紀州地域は高齢化の進んだ地区ですが、その分、世界に誇れる自然が残っている地区でもあります。
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　熊野市北部に位置する網代（あじろ）地区です。漁業は隣の甫母の人がやっています。甫母には約40名の漁業者がいて、主に一本釣りをしています。以前は遠洋漁業に就く人が多かったため、遠洋漁船からの引退後、そのまま一本釣りを始めたそうです。
甫母は高齢化の進んだ地区で、60代ならまだヒヨッコです。みんなが現役で漁業をしています。船を下りる時が死ぬ時だ。漁業者はそう嘯きますが、年齢を聞くとあながち嘘ではない気がしました。
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養殖業
波が静かな所なので、魚類養殖と真珠養殖が行われています。
この網代地区は透明度の高い場所で、海も非常にきれいです。こういう環境で育った魚は病気になりにくいので、薬も必要ありません。養殖といえば一般的にあまりいい印象を持たれていませんが、一度ここを訪れてもらえれば、養殖のイメージがガラッと変わると思います。
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漁船漁業
　漁船を停泊する所としても最適です。夏場は一本釣り(カツオの曳縄釣など)、冬場はエビ網（イセエビ刺網）が営まれています。
気さくな人が多く、分からないことを聞けば、すぐに教えてくれます。特に、若い人が少ないので、大切に扱ってもらえます。釣り名人が多く、この技術が失われるのは、水産業として大きな損失になるのではないでしょうか。
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空いっぱいの青
初夏の晴れ。雲一つ無く、空いっぱいの青に、思わず見とれてしまいました。
こういった空気と海を求めて、都会から漁業者になりたい人がたくさん訪れてきます。住宅など新規漁業者の受け入れ態勢も徐々に整備されてきています。一緒に漁業をはじめてみませんか？
